
修理 - 部品

E-Flo® 4 ボール
ピストンポンプ

多量の塗料を循環するアプリケーション用の耐久性のある、エネルギー効率に優れるピストン
ポンプ。
一般用途には使用しないでください。

最高使用圧力を含むモデルの情報については、3 ページを参照してください。 承認情報については 4 ページを参照

して下さい。

重要な安全注意
本取扱説明書のすべての警告および説明をお読みください。

説明書は保管してください。

ti8317c

E-Flo 4000 ポンプの図示
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モデル

E-Flo 4 ボールピストンポンプ

ご使用のポンプの銘板 (ID) で、ポンプの 6 桁の部品番号をチェックしま
す。次の表を用いて、6 桁をベースにしたあなたのポンプの構造を明確にし
てください。例えば、ポンプ部品番号 E P 2 1 6 0 は、電力 (E)、ポンプ 
(P)、 230/460V モーター (2)、センサー回路付き (1)、2000 cc MaxLife 下部 
(6)、およびスタンド不付き (0) を示します。交換部品を注文するには、
部品 (40 ページの始め ) を参照してください。

最大使用圧力およびポンプ運転限界

E-Flo 1500: 2.93 MPa (29.3 bar、 425 psi) 最大使用圧力
E-Flo 2000: 3.22 MPa (32.2 bar、 460 psi) 最大使用圧力
E-Flo 3000: 2.31 MPa (23.1 bar、 330 psi) 最大使用圧力
E-Flo 4000: 1.75 MPa (17.5 bar、 250 psi) 最大使用圧力

圧力とフロー限界については、技術データ、48 ページを参照してください。

ID

ti8912a

E P 2 1 6 0
1 桁目 2 桁目 3 桁目 4 桁目 5 桁目 6 桁目

電源 機器スタイル モーター センサー回路 下部サイズ
スタンドオプ

ション

E ( 電気 ) P ( ポンプ ) 0 モーターなし 0 回路不付き 1 1000 cc クロム 0 スタンド
不付き

1 230/400V、5 HP、
ATEX

1 回路付き 2 1500 cc クロム 1 スタンド
付き

2 230/460V、5 HP、
UL/CSA

3 2000 cc クロム

3 230/400V、3 HP、
ATEX

4 1000 cc MaxLife®

4 230/460V、3 HP、
UL/CSA

5 1500 cc MaxLife

6 2000 cc MaxLife

7 750 cc クロム

8 750 cc MaxLife
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承認

E-Flo ポンプは、以下の承認機関の要求条件を満足します。
他の具体的な危険配置リストについては個々の構成部品を参照してください。

コンポーネント 部品番号 承認

機械ポンプ

モーター

ATEX

EP1XXX

EP3XXX

UL/CSA

EP2XXX

EP4XXX

IS センサー回路 EPX1XX

Ex h T3 Gb

Ex de IIC T4 - CESI 05 ATEX 110X

Class I, Group D, Class II, Group F and G, Division 1, T3B 
Hazardous Locations

EEx ib IIB Ta = 0ÅãC - 50ÅãC - FM 06 ATEX 0025U

Class 1, Div. 1, Group C & D T3 Hazardous Locations

Ex ib IIB Ta = 0ÅãC - 50ÅãC - KTL 13-KB4BO-0088
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警告

次の警告は、この機器のセットアップ、使用、接地、整備と修理のためのものです。感嘆符の記号は一般的な警告
を、危険記号は手順自体の危険性を知らせます。これらのシンボルが、この取扱説明書の本文に表示された場合、
戻ってこれらの警告を参照してください。このセクションにおいてカバーされていない製品固有の危険シンボルお
よび警告は、必要に応じて、この取扱説明書の本文に表示される場合があります。

警告
火災および爆発の危険

作業場での、溶剤や塗料の気体のような、可燃性の気体は、火災や爆発の原因となることがあります。
火災と爆発を防止するために :
• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。

• 表示灯やタバコの火、懐中電灯および樹脂製シート ( 静電アークが発生する恐れのあるもの ) など

の全ての着火源は取り除いてください。
• 溶剤、ボロ巾およびガソリンなどの不要な物を作業場に置かないでください。

• 引火性の気体が充満している場所で、電源プラグの抜き差しや電気スイッチのオン / オフはしない

でください。
• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接地手順を参照してください。

• 接地されたホースのみを使用してください。

• 容器中に向けて引金を引く場合、ガンを接地した金属製ペール缶の縁にしっかりと当ててくだ

さい。
• 静電気火花が生じたり、またはお客様が電気ショックを感じた場合は、操作を直ちに停止してくだ

さい。お客様が問題を特定し、解決するまで、機器を使用しないでください。
• 作業場に消火器を置いてください。

静電荷は、清掃中にプラスチック部分に蓄積され、放電したり、可燃性物質を引火させる可能性があ
ります。火災と爆発を防止するために :
• 換気が十分な場所でのみプラスチック部分を清掃してください。

• 乾いた布で清掃しないでください。

• 装置の作業場で静電ガンを操作しないでください。

装置誤用の危険

装置を誤って使用すると、死亡事故または重大な人身事故を招くことがあります。
• 疲労しているとき、または薬物の服用や飲酒状態で装置を操作しないでください。

• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を超えない

ようにしてください。すべての機器取扱説明書の技術データを参照してください。
• 装置の接液部品に適合する液体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書の技術

データを参照してください。液体および溶剤製造元の警告を参照してください。お客様の材料につ
いて全ての情報が必要な場合、ディーラーまたは小売業者から MSDS フォームを要求してください。

• 毎日、装置を点検してください。消耗または破損した部品は、純正の、製造業者の交換部品のみを

使用して、速やかに修理または交換してください。
• 装置を改造しないでください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせくだ

さい。
• ホースおよびケーブルを車両の通行する路面、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近

づけないでください。
• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりしないでくだ

さい。
• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。

• 適用される全ての安全に関する法令に従ってください。
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電気ショックによる危険

不適切な接地、設置またはシステムの使用により感電する可能性があります。
• ケーブル接続を外したり、装置の修理を開始する前にメインスイッチの電源をオフにし、電源を抜

きます。
• 接地された電源にのみ接続します。

• すべての電気配線は資格を有する電気工事士が行う必要があります。ご使用の地域におけるすべて

の法令に従ってください。

加圧された装置の危険性

ガン / ディスペンスバルブ、漏れのある箇所、または破裂した部品から出た液が目または皮膚に飛び
散った場合、重大な怪我を生じる可能性があります。
• お客様がスプレー噴射を止める際、および機器の清掃、点検、整備の前に、取扱説明書の圧力開放

に従ってください。
• 装置を運転する前に、液体の流れる全ての接続個所をよく締め付けてください。

• ホース、チューブおよびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は直ちに

交換してください。

可動部品の危険

可動部品により指や身体の一部を挟んだり、切断したりする可能性があります。
• 可動部品に近づかないでください。

• 保護ガードまたはカバーを外したまま装置を運転しないでください。

• 圧力がかかった機器は、警告なしに起動することがあります。機器を確認、移動、整備する前に、

本説明書の圧力開放に従ってください。電源またはエア供給接続を外します。

有毒な液体または気体による危険

有毒な液体や蒸気が目に入ったり皮膚に付着したり、吸込んだり、飲み込んだりすると、重傷を負っ
たり死亡する恐れがあります。
• MSDS ( 材料安全データシート ) をご参照の上、ご使用の液体の危険性について確認してください。

• 有毒な液体は保管用として許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に従ってくだ

さい。
• 機器のスプレーあるいは清掃時には、必ず不浸透性の手袋を着用してください。

作業者の安全保護具

目の怪我、有毒ガスの吸入、火傷、および聴力傷害等の重大な人身事故を避けるため、装置の運転、
修理を行う時、または作業場にいる時には適切な保護具を着用する必要があります。この機器は下記
のものを含んでいますが、必ずしもこれに限定はされません。
• 保護メガネ

• 液体および溶剤メーカーが推奨する作業衣および防毒マスク

• 手袋

• 耳栓

火傷の危険

運転中、加熱された機器の表面や液体は非常に高温になる可能性があります。重度の火傷事故を防ぐ
ため、高温状態の液または装置に触れないでください。装置または液が完全に冷えるまで待ってくだ
さい。

警告
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圧力開放

1. ［始動 / 停止スイッチ (ST)］ を［停止］にセットし
ます。

2. ［安全な機能無効化 (SD)］ スイッチを押し込み
ます。

3. 排出物を受ける廃液缶を用意し、システムの逆圧
レギュレータおよび全ての液体排出バルブを開き
ます。システムを再度加圧する準備ができるまで
開いたままにしておきます。

4. 液体供給およびリターンの各ラインの圧力ゲージ
の読みがゼロであることを点検します。圧力ゲー
ジの読みがゼロでない場合、原因を究明し、十分
にゆっくりと接続金具を緩めて慎重に圧力を逃が
します。システムを再度加圧する前に、詰まって
いるものを取り除きます。

洗浄

• 色の変更前、保管前、およびガンの修理前に、ガン

を洗浄します。

• 可能な限り最低圧力で洗浄します。コネクタからの

漏れをチェックし、必要に応じて締めます。

• ディスペンス用液および装置の接液部品に合った洗

浄液を使用して洗浄してください。

1. 圧力開放、7 ページの手順に従ってください。

2. 適切な洗浄剤をシステムに供給します。

3. ポンプを可能な限り最低の液圧に設定し、ポンプ
を始動します。

4. システムを完全に清浄にするのに十分なほど長く
洗浄します。

5. 圧力開放、7 ページの手順に従ってください。

システムの圧力によってポンプが突然循環を始め、
これが飛び跳ねたり可動部品による深刻な損害をも
たらすおそれがあります。
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トラブルシューティング

1. 圧力を開放します。

2. ポンプを分解する前には、全ての考えられる問題
と原因をチェックしてください。

問題 原因 解決法

ポンプが運転できない。 電源が不十分。 電源が必要条件を満たしているか検証します。技術
データ (48 ページ ) を参照してください。

VFD へのフローレート入力がない。 速度 / フロー設定を選択します。

始動 / 停止スイッチを［停止］に設定します。 始動 / 停止のスイッチを［始動］に設定します。

［安全な機能無効化］スイッチが始動していない。 引き出して始動させます。

排出口のバルブが開いていない。 バルブを開きます。

電動モーターが破損している。 修理、18 ページ。

ギア減速機が破損している。 ポンプの接続を外して運転します。速度が一定の場合、
ギア減速機は良好です。速度が異常な場合、ギア減速機
は故障しています。

ピストンロッド上で液体が乾いてしまった。 分解して下部を清浄にします。下部の説明書を参照して
ください。今後は、下部をストロークの下端で停止して
ください。

スロート締め付けナットがきつく締まり過ぎ。 締め付けナットを緩め、再度締めます。

モーターへの 3 相配線が正しくない。 配線が繋がっていることを点検して確認します。

圧力が低過ぎる。 トランスデューサの較正が正しくない。 較正をチェックします。必要であれば、トランスデュー
サを交換します。

下部の修理が必要。 点検および修理します。下部の説明書を参照してくだ
さい。

ポンプの液体注入口に制限がある。 制限を取り除きます。

液体にエアが入っている。 液面を点検します。注入口の取り付け金具に漏れがない
か点検します。

いずれのストロークでもポンプ
の出力が低い。

電源が不十分。 電源が必要条件を満たしているか検証します。技術
データ (48 ページ ) を参照してください。

液体供給容器の枯渇。 ポンプの再充填および吸引を行います。

開いたままか、ボールチェックバルブが摩耗して
いる。

点検および修理します。

間違った液体下部が取り付けられている。 取り付けられて、較正されている下部のサイズを確認し
ます。

一方のストロークのみがポンプ
の出力が低い。

開いたままか、ボールチェックバルブが摩耗して
いる。

点検および修理します。

ピストンパッキングが摩耗している。 交換します。下部の説明書を参照してください。

液体にエアが入っている。 液面レベルを確認します。注入口の取り付け金具に漏れ
がないか点検します。

フローまたは圧力が異常。 ポンプにキャビテーションが発生している。
吸引 / 供給ラインに漏れが生じています。

点検および修理します。

液体供給容器の枯渇。 ポンプの再充填および吸引を行います。

ポンプへの液体供給が制限されている。 すべてのバルブが全開していることを確認してくだ
さい。

開いたままか、ボールチェックバルブが摩耗して
いる。

点検および修理します。

ポンプのパッキングがきつく締め付け過ぎ。 緩めて、再度締めます。

摩耗したピストンパッキング。 交換します。下部の説明書を参照してください。

液体にエアが入っている。 液面レベルを確認します。注入口の取り付け金具に漏れ
がないか点検します。

モーターの回転方向が逆。 回転方向を確認します。

モーターへの 3 相配線が正しくない。 配線が繋がっていることを点検して確認します。
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ポンプが吸引しない。 吸引ラインが詰っている。 詰まりを取り除きます。洗浄回数を更に増やします。

開いたままか、ボールチェックバルブが摩耗して
いる。

点検および修理します。

下部のピストンが間違ったナットで組み立てられ
ている。

大きな、円形のスペシャルナットのみを使用してくだ
さい。

スロートに過度の漏れがある。 ピストンロッドまたはスロートパッキングが摩耗
している。

交換します。下部の説明書を参照してください。

電流トリップ (t043) が高い。 圧力設定が高過ぎます。 圧力を減少させます。

ポンプのパッキングが締め付け過ぎ。 緩めて、再度締めます。

ギア減速機の油面が低下している。 油を補給して油面を正常にします。

トランスデューサの較正が正しくない。 較正手順を実施します。

間違った液体下部が取り付けられている。 取り付けられて、較正されている下部のサイズを確認し
ます。

圧力トリップ (t040) が高い。 下流側の制限が多すぎる。 ラインを開放して制限を解消します。

循環バルブが閉まっている。 逆圧レギュレータを開きます。
ソレノイドを点検します。

液体フィルタに詰まりがある。 詰まりを取り除きます。

トランスデューサの較正が正しくない。 較正手順を実施します。

雑音が過剰。 ギア減速機の油面が低下している。 油を補給して油面を正常にします。

駆動部リンケージが緩んでいるかまたは磨耗して
いる。

検査して修理または交換します。

モーター結合器が磨耗している。 検査して修理または交換します。

ギア減速機が磨耗している。 交換します。

ポンプの方向が変化したかまた
は振動している。

3 相の内の 1 脚が欠相している。 VFD、モーターおよび配線の接続を検査して正します。

問題 原因 解決法
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電気回路図

図 1 には、非危険場所に取り付ける必要のある構成部
品が示されています。

図 2 には、危険区域での取り付けの承認を得た構成部
品が示されていて、図 3 には、危険区域の構成部品の
詳細図が示されています。

 図 1: システム配線図、非危険区域のみ
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 図 2: システム配線図、危険区域
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 図 3: システム配線図、危険区域詳細図
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グループ II、カテゴリ 2 - ゾーン 1、ガス (ATEX のみ )
クラス I、区域 1、グループ C & D T3 ( カナダ )
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非危険区域

1 取り付けは米国電気工事規程、カナダ電気工事規程パート I、504 条、NFPA 70、
および ANSI/ISA 12.06.01 の要件を満たす必要があります。

センサーとトランスデューサ回路を確実に分離させるためには、個別的に遮蔽さ
れたケーブルが必要です。

電圧 (Vmax または Ui)、電流 (Imax or Ii)、および電力 (Pi) は、電圧 (Voc、
Uo、または Vt)、電流 (Isc、Io、または It)、および電圧 (Po または Pt) のレ
ベル以上である必要があります。これらは関連機器で供給できます。さらに、相
互に接続されている配線を含み、本質安全機器の最大無保護キャパシタンス 
(Ci) とインダクタンス (Li) は、キャパシタンス (Ca) とインダクタンス (La) 
より低い必要があります。これらは関連機器に安全に接続できます。

地面シールドドレインとホイルから導電性張力緩和装置。

2

3

5

11 ページを参照し
てください

3

危険地域
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修理

液体セクション

注 :1 つの下部のサイズを別のサイズに変換するため
に、完全キットを入手できます。入手できるキットに
ついては、以下の表を参照してください。キットの新
しい部品を全て使用してください。キットには、2 台
の下部、注入口 / 排出口マニホールド、接続ハード
ウェアおよび取扱説明書 311611 が含まれています。

注 : マニホールドガスケットキット 15H878 は、注入
口および排出口のマニホールドの衛生ガスケットの交
換に利用できます。キットには、項番 16、41、58、
2 個の 120631 PTFE ガスケットおよび指示シート 
406637 が含まれています。

分解

1. ポンプを洗浄します。7 ページを参照してくだ
さい。

2. モーターを小刻みに運転し、修理された側の下部を
そのストロークの下端に移動します。これにより結
合ナット (14) へのアクセスが可能になります。

3. 圧力開放、7 ページを実行します。

4. ドライバーをスロットに真っすぐに挿入し、それ
をレバーとして使用してタブを解放することで、
2 ピースのシールド (72、図 5 を参照 ) を取り
外します。すべてのタブで手順を繰り返します。
ドライバーを使用してシールドをこじ開けること
はしないでください。

5. 図 4 を参照してください。スライダーピストン 
(9) 平面部 ( 結合ナットの直ぐ上 ) に 3/4 インチ
レンチを置いて、結合ナット (14) を緩める際に、
スライダーピストン / 結合ロッドが回転するのを
防ぎます。レンチをタイロッド (3) に寄り掛かる
方向に向けます。スライダーピストン / 結合ロッ
ドに過剰な力を加えると、下部のピンのベアリン
グの寿命を縮めるおそれがあります。

6. 1-1/4 インチオープンエンドレンチを使用して、
スライダーピストン (9) からカップリングナット 
(14) を緩めて外し、ポンプピストンロッド上に、
それを下にスライドさせます。カラー (13) を失
くさないように気を付けてください。

7. 残りの下部に対して同じステップ 2 ～ 6 を繰り返
します。

8. 電源を遮断してユニットを冷却させます。

キット部
品番号

下部部品
番号 説明

289553 24F417 750 cc、クロム

15J747 24F428 1000 cc、クロム

15J748 24F436 1500 cc、クロム

15J749 24F444 2000 cc、クロム

16F420 24F418 750 cc, MaxLife

15J750 24F429 1000 cc, MaxLife

15J751 24F437 1500 cc, MaxLife

15J752 24F445 2000 cc, MaxLife

 図 4. 結合ナットの取り外し

ti9223e

3

12

14

9

スライダーピストン (9) 平面部を 3/4 インチレンチで
保持し、タイロッド (3) に寄り掛けます。

10

10

32

9
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9. ポンプから液体注入口および排出口ラインの接続
を外します。液体が汚染されないように端部に蓋
をします。

10. 図 5 を参照してください。センサー回路付きポン
プでの手順 : ポンプの排出口マニホールド (17) で
センサーコンジット (44) のナット (M) を緩めて、
マニホールドからアダプタ (42) をねじって外し
ます。マニホールドポートからトランスデューサ 
(25a) を取り外します。既存の O リング (41) を
外して廃棄します。

11. 注入口および排出口のマニホールド (17) のクラ
ンプ (18) を緩めます。マニホールドおよびガス
ケット (16) を取り外します。

12. 結合ナット (14) およびカラー (13) をピストン
ロッド (PR) から取り外します。

13. ロックナット (15) をねじって外します。下部 
(22) を取り外します。修理手順については、別途
の下部の説明書を参照してください。

 図 5: 液体セクション

M
41

ti8720d

13

14

22

16

18

17

22 15

16

18

17

4

5 14

7

7

68-80 N•m (50-60 フィート -ポンド ) 
のトルクを与えます。

102-108 N•m (75-80 フィート -ポンド ) 
のトルクを与えます。

21-27 N•m (15-20 フィート -ポンド ) 
のトルクを与えます。

リチウムグリースを塗ります。

4

5

7

14

1

16

39

PR

7

41
45 7

42

7
25a

72
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再組み立て

1. 図 5 を参照してください。結合ナット (14) を下
部のピストンロッド (PR) に取り付けます。

2. 下部 (22) を図示のようにギア減速機 (GR) の方に
向けます。タイロッド (3) の上に下部を置きます。
タイロッドロックナット (15) をタイロッドにはめ
て手でねじって締め付けます。

3. 新しいガスケット (16) を使用して、注入口および
排出口のマニホールド (17) を下部に組み込みま
す。クランプ (18) に 21-27 N•m (15-20 フィート -

ポンド ) のトルクを与えてください。

4. ロックナット (15) に 68-80 N•m (50-60 フィート -

ポンド ) のトルクを与えてください。

5. 排出口マニホールド (17) で以下の手順を実行し
ます。

a. センサー回路付きポンプでの手順:新しい黒色 
O リング (41) をトランスデューサ (25a) に
取り付けます。トランスデューサを排出口マニ
ホールド (17) 内に挿入します。ますアダプタ 
(42) に、次にナット (M) に 21-27 N•m 
(15-20 フィート - ポンド ) のトルクを与え

ます。

b. センサー回路なしポンプでの手順 : 新しい黒 
O リング (41) をプラグ (45) に取り付けます。

プラグを排出口マニホールド (17) にねじ込
み、21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) の

トルクを与えます。

6. 新しい黒 O リング (41) をプラグ (45) に取り付
けます。プラグを注入口マニホールド (17) にねじ
込み、21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) のト

ルクを与えます。

7. カラー (13) が結合ナット (14) 内の所定の場所に
あることを確認します。

8. スライダーピストン (9) の平面部に 3/4 インチレ
ンチを置いて、結合ナット (14) を緩め付ける際
に、スライダーピストンの回転を防ぎます。レン
チをタイロッド (3) またはポンプスタンドに寄り
掛かる方向に向けます。結合ナット (14) をスライ
ダーピストン (9) にはめて締め付け、102-108 N•m 
(75-80 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。

9. 下のリップをウエットカップのキャップの溝に合
わせることで、シールド (72) を取り付けます。
2 つのシールドを互いにはめ込みます。

10. 電源をオンにしてモーターを小刻みに運転して、
相手側の駆動部をストロークの下端に移動します。
同じ手順を繰り返して相手側の下部への接続を行
います。

注 : 駆動部のソフトウェアをアップデートして、下部
のサイズの変更を反映させます。説明書 311596 を参
照してください。

11. ポンプをシステム内に再取り付けする前に洗浄し
て試験をします。ホースを接続してポンプを洗浄
します。ポンプに圧力が掛けられている間に、
スムーズな操作と漏れのないことを確認します。
システム内に再取り付けする前に、必要に応じて
調整または修理を行います。
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スライダーシリンダ再構築キット 15H874

注 : スライダーシリンダ再構築キット 15H874 には 
1 台のスライダーシリンダアセンブリを再構築するた
めの部品が含まれています。キットを 2 個注文して両
方のスライダーシリンダアセンブリを再構築します。
キットの新しい部品を全て使用してください。キット
には説明書 311599 が含まれています。

1. 分解 手順 (13 ページ ) を実施します。

2. 2 つのネジ (12) とカバーを取り外します。図 6 
ではカバー (32) がモーターの反対側の位置で図示
されています。モーター側のカバーは (21) です。

3. 止めネジ (31) を外します。スライダーシリンダ 
(2) をギア減速機 (1) からねじって外します。

4. ベアリング (8) をスライダーピストン (9) から取
り外します。

5. 2 つの新しいベアリング (8) をスライダーピスト
ン (9) に取り付けます。ベアリング間の接合部は、
スライダーピストン内のピンホール (PH) と合って
いる必要があります。

6. スライダーシリンダ (2) をギア減速機 (1) 内にね
じ込みます。 21-27 N•m (15-20 フィート-ポンド) 
のトルクを与えます。止めネジ (31) を取り付けま
す。3.4-3.9 N•m (30-35 インチ - ポンド ) のトル
クを与えます

7. 2 本のネジ (12) およびカバー (32 が図示。モー
ター側には 21 を使用 ) を取り付けます。

8. 再組み立て 手順 (15 ページ ) を実行します。
キットに含まれているタイロッドロックナット 
(15) を使用します。

9. ポンプを使用状態に戻します。

 図 6. スライダーシリンダキット

ti8723d

12 32

12

31

1

2

8

21

21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) 
のトルクを与えます。

7

7

9

PH

72
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スライダーシリンダコレクタキット 247341

注 : スライダーシリンダコレクタキット 247341 には 
2 つのスライダーシリンダコレクタを取り付けるため
の部品が含まれています。キットの新しい部品を全て
使用してください。キットには説明書 311607 が含ま
れています。

1. 分解 手順 (13 ページ ) を実行します。

2. モーターを小刻みに運転してスライダーピストン 
(9) を上に動かし、コレクタ (67) をスライダー
シリンダとピストンロッドの間をはめ込むのに十
分なクリアランスを提供します。

3. 図 7 を参照してください。コレクタ (67) を結合
ナット (14) の上の位置に動かし、ポンプのピスト
ンロッドのところに落とします。

4. モーターを小刻みに運転してスライダーピストン 
(9) をストロークの下端に動かし、結合ナット 
(14) の再接続を可能にします。

5. カラー (13) が結合ナット (14) 内の所定の場所に
あることを確認します。

6. スライダーピストン (9) の平面部に 3/4 インチ
レンチを置いて、結合ナット (14) を緩め付ける
際に、スライダーピストンの回転を防ぎます。
レンチをタイロッド (3) またはスタンドのに寄り
掛かるような方向に向けます。結合ナット (14) 
をスライダーピストン (9) にはめて締め付け、
102-108 N•m (75-80 フィート - ポンド ) のトルク

を与えます。

7. 図 8 を参照してください。コレクタ (67) を上に
押してスライダーシリンダ (2) の下の部分に動か
し、しっかりと置きます。3 つの止めネジ (68) を
指で締めて取り付けます。

8. 下のリップをウエットカップのキャップの溝に合
わせることで、シールド (72) を取り付けます。
2 つのシールドを互いにはめ込みます。

9. 他の面も同様に行います。

 図 7. 位置コレクタ
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9

 図 8. コレクタの取り付け
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電気セクション

注 : センサー回路キット 24J305 は、ポンプにオプ
ション用のセンサー回路の追加に利用できます。キッ
トの新しい部品を全て使用してください。説明書 
311603 を参照してください。

圧力トランスデューサキット 15H876

注 : 圧力トランスデューサキット 15H876 の交換対象
は、圧力トランスデューサおよび回路基板です。キッ
トの新しい部品を全て使用してください。キットには
説明書 311600 が含まれています。

1. モーターを小刻みに運転し、モーター反対側の下
部をそのストロークの下端に移動します。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 2 本のネジ (12) およびカバー (32) を外します。

5. 図 9 を参照してください。6 本のネジ (12)、回路
基板カバー (34)、およびガスケット (33) を外し
ます。

6. トランスデューサケーブル (25a) を回路基板 
(25c) の J1 から接続を外します。図 9 および 
電気回路図、10 ページを参照してください。

7. TDC ケーブル (25b) を回路基板 (25c) の J2 から
接続を外します。

8. IS 回路フィールド線を J2 および J3 から接続を
外します。

9. 4 本のネジ (12) および回路基板 (25c) を外し
ます。

10. 4 本のネジ (12) を使用して新しい回路基板 (25c) 
を取り付けます。

 図 9. 回路基板
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圧力トランスデューサ接地の概略図

76

25a

B
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44

ナット (N) をしっかりと締めて、ナットとブッシン
グ (B) の間でシールドとドレインワイヤ (G) にしっ
かりとした金属間の接触があることを確認します。

3

3
35

ti17644a

ti17640a

76

35

35

74a*

地面シールドドレインとホイルから導電性張力緩和装置。5
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11. 図 10 を参照してください。センサーコンジット 
(44) のナット (M) を緩めて、トランスデューサ
ポート (P) からアダプタ (42) をねじって外しま
す。ポートからトランスデューサ (25a) を取り外
します。

12. 図 9 を参照してください。張力緩和装置 (35) の
ナット (N) を緩めます。フェライト (76) を取り
除きます。トランスデューサケーブル (25a) をコ
ンジット (44) から引っ張り出します。

13. 図 10 を参照してください。新しい黒色 O リング
お (41) よび新しい真ちゅうのスペーサ (58) をト
ランスデューサ (25a) に取り付けます。

14. 図 9 を参照してください。ポンプのハウジングへ
の電気の連続性を確かなものにするために、導電
性張力緩和装置 (35) が、ハウジングにネジできつ
く締め付けられていることを確認します。トラン
スデューサのケーブルを (25a) アダプタ (42)、コ
ンジット (44) の短い部分、および導電性張力緩和
装置 (35) に通します。ケーブルを回路基板 (25c) 
の J1 に再接続します。フェライト (76) をトラン
スデューサのリードワイヤの周りに取り付けます。

15. 図 9 を参照してください。導電性張力緩和装置 
(35) のナット (N) をしっかりと締めて、ナットと
ブッシング (B) の間でシールドとドレインワイヤ 
(G) の金属間の接触がしっかりしていることを確認
します。

16. 図 10 を参照してください。トランスデューサをト
ランスデューサポート (P) に挿入します。ますア
ダプタ (42) に、次にナット (M) に 21-27 N•m 
(15-20 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。

17. 図 9 を参照してください。TDC ケーブル (25b) を
回路基板 (25c) の J2 に接続します。

18. 導電性張力緩和装置 (74a) がハウジングにきつく
締め付けられていることを確認します。センサー
回路を持つユニットでは、IS フィールドワイヤと
シールドの接地を確実に適切なものにするために、
導電性張力緩和装置を使用する必要があります。

19. IS フィールドワイヤとシールドを導電性張力緩和
装置 (74a) に通し、それを J2 と J3 に接続しま
す。図 11 および 電気回路図、10 ページを参照し
てください。

20. 図 11 を参照してください。ナット (N) を導電性
のあるストレインリリーフ (74a) 上にしっかり固
定します。 未満 51 ミリメートル（2 インチ）の位
置に導電性張力緩和の底から、フィールド（F）
フェライト（77）と（74A）にワイヤーを取り付け

ます。 アース線 (G)  を配電盤の接地ネジに取り付
けます。

21. 新しいガスケット (33)、カバー (34)、および 
6 本のネジ (12) を取り付けます。

22. 回路基板のカバー (34) から古いラベル (L) を剥
がします。カバーに新しいラベル (L) を貼ります。

23. 新しいラベル (L) に記載されている較正情報を入
力して、トランスデューサを較正します。

• Graco ACS モジュールを使用するシステムで

は、ACS 説明書 3A0006 を参照してください。
• 非 ACS システムでは、20 ページを参照してく

ださい。

24. 2 本のネジ (12) でカバー (32) を再度取り付け
ます。

 図 10. 圧力トランスデューサ

 図 11. IS 回路のフィールドワイヤ
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21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。7
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圧力センサーの較正情報 ( 非 ACS システム )

注 :Graco ACS モジュールを使用するシステムのトラン
スデューサを較正するには、ACS 説明書 3A0006 を参
照してください。

ご使用のシステム用の圧力センサー情報 (Pr 20.34、
20.35、および 20.36) は、システムを始動する前に可
変周波数駆動部に入力する必要があります。

圧力センサー較正パラメータを誤って変更するのを防
ぐために、Pr 20.16 によってロックされています。較
正情報を入力するために、以下のステップを踏みます。

a. 圧力センサーパラメータのロックを外すには、

Pr 20.16 を 777 に設定します。

b. 較正パラメータ、Pr 20.34、20.35、および 

20.36 を入力します。

c. 圧力センサーパラメータのロックを外すには、

20.16 を 0 に設定します。

ラベルからの較正パラメータ :

Pr 20.34 - ゼロ較正

Pr 20.35 - 圧力較正

Pr 20.36 - 高圧較正

圧力トランスデューサの較正手順 
( 非 ACS システム )

E-Flo 圧力センサーは、計器等級の高精度圧力トラン
スデューサと対照して較正する必要があり、高精度圧
力トランスデューサを E-Flo 圧力センサーの近くに取
り付ける必要があります。

1. 高精度圧力トランスデューサの較正が更新されて
いることを確認します。

2. 圧力センサーパラメータのロックを外すには、
Pr 20.16 を 777 に設定します。

3. 低圧点を以下のように較正 :

a. システムに圧力が掛かっていないことを確認し
ます。較正計器圧力の読みは 0 psi であるは
ずです。

b. キーパッドを使用して Pr 20.33 に行き、読み
を 5-10 秒監視して平均値を決定します。その
平均値を記録します。

c. Pr 20.34 に進み、記録された Pr 20.33 の平
均値を入力します。

4. 高圧点を以下のように較正します。

a. システムに 250-275 psi の圧力を掛けます。

b. システムに圧力が掛かった状態を維持し、圧力
が変動しないことを確認します。

c. 較正計器の圧力を読み取って記録します。

d. Pr 20.35 に進み、記録されたシステム圧力を
入力します。

e. Pr 20.33 に進み、読みを 5-10 秒監視して平
均値を決定します。その平均値を記録します。

f. Pr 20.36 に進み、Pr 20.33 の記録された値を
入力します。

5. 圧力センサーパラメータのロックを外すには、
20.16 を 0 に設定します。

6. 圧力較正を検証します。

a. システムの圧力を開放します。

b. Pr 20.31 に進み、読みが 0-3 psi の範囲内に

あることを検証します。

c. システムに 約 100 psi の圧力を掛けます。

Pr 20.31 の読みがシステム圧力の +/- 2.5 psi 

以内にあることを検証します。

d. システムに 約 250 psi の圧力を掛けます。

Pr 20.31 の読みがシステム圧力の +/- 2.5 psi 

以内にあることを検証します。

システムの圧力定格を超えないようにしてください。
システムが 250 psi より低い定格であった場合、最
大許容定格圧力を使用します。操作説明書 311593 を
参照します。
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TDC センサーキット 15H877

注 :TDC センサーキット 15H877 を使用して TDC セン
サーを交換します。キットの新しい部品を全て使用し
てください。キットには説明書 311601 が含まれてい
ます。

1. モーターを小刻みに運転し、モーター反対側の下
部をそのストロークの下端に移動します。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 2 本のネジ (12) およびカバー (32) を外します。

5. 図 12 を参照してください。6 本のネジ (12)、回
路基板カバー (34)、およびガスケット (33) を外
します。

6. トランスデューサケーブル (25a) を回路基板 
(25c) の J1 から接続を外します。図 9 (18 ペー
ジ ) を参照してください。

7. TDC ケーブル (25b) を回路基板 (25c) の J2 から
接続を外します。

8. IS 回路フィールド線を J2 および J3 から接続を
外します。電気回路図、10 ページを参照してくだ
さい。

9. 図 12 を参照してください。4 本のネジ (12) およ
び回路基板 (25c) を外します。

10. TDC センサー (25b) をギアハウジングからねじっ
て外します。

11. パイプのシール材を塗布し、TDC センサー (25b) 
をギアハウジングにねじ込みます。7.4-8.8 N•m 
(66-78 インチ - ポンド ) のトルクを与えます。

注 :TDC センサーナットは、確実に正しい位置にするた
めに、所定の場所にロックされます。調整しないでく
ださい。

12. 4 本のネジ (12) を使用して回路基板 (25c) を取
り付けます。

13. TDC ケーブル (25b) を回路基板 (25c) の J2 に再
接続します。

14. トランスデューサケーブル (25a) を回路基板 
(25c) の J1 に再接続します。

15. IS 回路フィールドワイヤを J2 および J3 に再接
続します。電気回路図、10 ページを参照してくだ
さい。

16. 新しいガスケット (33)、カバー (34)、および 
6 本のネジ (12) を取り付けます。

17. 2 本のネジ (12) でカバー (32) を再度取り付け
ます。

 図 12. TDC センサー
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7.4-8.8 N•m (66-78 インチ - ポンド ) のトルクを与えます。11
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位置センサー

注 : 位置センサー (80) は、モーター結合器 (28) の
穴を検出することで、モーターの位置を測定します。
センサーは別途で ( 部品 (43 ページを参照 ))、または
センサー回路キット 24J305 ( 説明書 311603 を参照 ) 
の一部として購入可能です。

1. モーターを小刻みに運転し、モーター反対側の下
部をそのストロークの下端に移動します。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 2 本のネジ (12) およびカバー (32) を外します。

5. 図 12 を参照してください。6 本のネジ (12)、回
路基板カバー (34)、およびガスケット (33) を外
します。

6. 2 つの端子ブロック (46) から位置センサーワイヤ
と IS 回路ワイヤの接続を外します。端子ブロック
を保持します。電気回路図、10 ページを参照して
ください。

7. 図 9 (18 ページ ) を参照してください。張力緩和
装置 (35) のナット (N) を緩めます。

8. 図 13 を参照してください。コンジット (44) の
ナット (M) を緩めて、スリーブ (79) を位置セン
サーアダプタ (78) からねじって外します。コン
ジット (44) を通して位置センサーのワイヤを引っ
張ることで、位置センサー (80) を取り外します。

注 : アダプタ (78) が取り外された場合、ネジ用潤滑
剤を塗布し、102-108 N•m (75-80 フィート - ポンド ) 

のトルクを与えます。

9. 新しい位置センサー (80) をアダプタ (78) に取り
付けて、スリーブ (79) で固定します。

注 : 位置センサーナットは、確実に正しい位置に置く
ために所定の場所にロックされます。調整しないでく
ださい。

10. コンジット (44) の長い部分から回路基板の空洞
に、位置センサーワイヤを通します。各ワイヤに
端子ブロック (46) を接続します。IS 回路フィー
ルドワイヤを端子ブロックに再接続します。電気
回路図、10 ページを参照してください。

11. コンジット (44) を位置センサーのスリーブ (79) 
に、ナット (M) で固定します。21-27 N•m 
(15-20 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。

12. 図 13 を参照してください。導電性張力緩和装置 
(35) のナット (N) をしっかりと締めて、ネットと
ブッシング (B) の間でシールドとドレインワイヤ 
(G) の金属間の接触がしっかりしていることを確認
します。

13. 新しいガスケット (33)、カバー (34)、および 
6 本のネジ (12) を取り付けます。

14. 2 本のネジ (12) でカバー (32) を再度取り付け
ます。
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 図 13. 位置センサー
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ワイヤー

ここにフィー
ルドワイヤを
接続
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ナット (N) をしっかりと締めて、ナットとブッシン
グ (B) の間でシールドとドレインワイヤ (G) にしっ
かりとした金属間の接触があることを確認します。
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位置センサーの部品と位置
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44 ( 参照 )
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1 ( 参照 )

28 ( 参照 )
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地面シールドドレインとホイルから導電性張力緩和装置。5
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駆動部セクション

スライダーベアリング キット 15H882

注 : スライダーベアリング キット 15H882 には両方の
スライダーベアリングアセンブリを再構築するための
部品が含まれています。キットの新しい部品をすべて
使用してください。キットには説明書 311616 が含ま
れています。

1. モーターを小刻みに運転し、修理中の側にあるポ
ンプをそのストロークの下端に移動します。これ
により結合ナット (14) へのアクセスが可能になり
ます。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 2 つのネジ (12) とカバーを取り外します。図 14 
ではモーターの反対側にあるカバー (32) が図示さ
れています。モーター側のカバーは (21) です。

5. スライダーシリンダ (2) の上端の上に清浄な布を
置き、分解中に、ごみがスライダーアセンブリ内
に落ちるのを防ぎます。

6. スロットに真っすぐドライバーを挿入し、それを
レバーとして使用してタブを解除することで、
2 ピースのシールド (72) を取り外します。すべて
のタブで手順を繰り返します。ドライバーを使用し
てシールドをこじ開けることはしないでください。

7. スライダーピストン (9) 平面部 ( 結合ナットの直
ぐ上 ) に 3/4 インチレンチを置いて、結合ナット 
(14) を緩める際に、スライダーピストン / 結合
ロッドが回転するのを防ぎます。レンチをタイ
ロッド (3) に寄り掛かる方向に向けます。スライ
ダーピストン / 結合ロッドに過剰な力を加えると、
下部のピンのベアリングの寿命を縮めるおそれが
あります。

8. 1-1/4 インチオープンエンドスパナを使用して、
スライダーピストン (9) からカップ (14) リング
ナットを緩めて外し、ポンプピストンロッド上に
押し込みます。カラー (13) を失くさないように
気を付けてください。

9. 図 15 を参照してください。1/2 インチ六角ドライ
バーを使用して 2 本の押さえネジ (5) を緩めて外
します。クランクアームキャップ (38) およびキー 
(39) を取り外します。必要に応じて、プラスチッ
ク製のハンマーを使用して、これらの部品を叩い
て緩めてください。

 図 14. 結合ナットの取り外し
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 図 15. クランクアームキャップの取り外し
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スライダーシリンダ (2) の上に清浄な布を置きます。

ネジ (5) 山に固着防止潤滑剤 (LPS®-04110 または同等の
もの ) を塗布します。最初に、キー側のネジに 283-310 N•m 
(210-230 フィート - ポンド ) のトルクを与え、次にギャップ
側のネジに 283-310 N•m (210-230 フィート - ポンド ) のトル
クを与えます。283-310 N•m (210-230 フィート - ポンド ) 
のトルクを与えたら、ネジに追加で 2、3 回、または回転が
止まるまでトルクを与えます。
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10. 図 16 を参照してください。クランクアーム (4) 
を回転させて出力シャフト (OS) から取り外せるよ
うにします。

11. クランクアーム / 接続ロッド / スライダーピスト
ンのアセンブリ (CR) を引っ張り上げてシリンダか
ら出します。

12. 古いベアリング (8) を取り外します。

13. 図 17 を参照してください。2 個の新しいベアリ
ング (8) をスライダーピストン (9) に取り付け
ます。ベアリング間の接合部は、スライダーピス
トン内のピンホール (PH) と合っている必要があ
ります。

14. ピストン (9) および接続ロッド (7) をシリンダ 
(2) 内に滑り込ませます。

15. クランクアーム (4) を出力シャフト (OS) にはま
るような位置に置き、出力シャフトの下端の方向
に回転させます。

16. スライダーシリンダ (2) の上端の上に清浄な布を
置き、再組み立て中に、ごみがスライダーアセン
ブリ内に落ちるのを防ぎます。

17. 図 15 を参照してください。押さえネジ (5) 

のネジ山に固着防止潤滑剤 (LPS®-04110 または同
等のもの ) を塗布します。キー (39)、クランク
アームキャップ (38) および押さえネジ (5) を図
のように向けて取り付けます。ギャップ側ネジを
緩めている間、キー側ネジに 283-310 N•m 
(210-230 フィート - ポンド ) のトルクを与えま
す。それからギャップ側のネジに 283-310 N•m 
(210-230 フィート - ポンド ) のトルクを与えま
す。283-310 N•m (210-230 フィート - ポンド ) の

トルクを与えたら、ネジに追加で 2、3 回、または
回転が止まるまでトルクを与えます。

18. カラー (13) が結合ナット (14) 内の所定の場所に
あることを確認します。

19. スライダーピストン (9) の平面部に 3/4 インチレ
ンチを置いて、結合ナット (14) を締め付ける際
に、スライダーピストンの回転を防ぎます。レン
チをタイロッド (3) またはポンプスタンドに寄り
掛かる方向に向けます。結合ナット (14) をスライ
ダーピストン (9) にはめて締め付け、102-108 N•m 
(75-80 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。

20. 下のリップをウエットカップのキャップの溝に合
わせることで、シールド (72) を取り付けます。
2 つのシールドを互いにはめ込みます。

21. 布を取り除きます。カバー (32 または 21) および
ネジ (12) を再度取り付けます。

22. 残りの面も同様に行います。

 図 16. クランクアームの回転

 図 17. スライダーベアリング
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駆動部リンケージ再構築キット 15H873

注 : 駆動部リンケージ再構築キット 15H873 には 1 台
の駆動部リンケージアセンブリを再構築するための部
品が含まれています。キットを 2 個注文して両方の駆
動部リンケージアセンブリを再構築します。キットの
新しい部品を全て使用してください。キットには説明
書 311598 が含まれています。

注 : 結合ロッド内のリストピンベアリング (7a) を年
に 1 回交換します。リストピン交換キット 255216 に
は、両方の駆動部リンケージアセンブリのリストピン
ベアリングを交換する部品が含まれています。キット
の新しい部品を全て使用してください。キットには説
明書 311609 が含まれています。

1. モーターを小刻みに運転し、修理中の側にあるポ
ンプをそのストロークの下端に移動します。これ
により結合ナット (14) へのアクセスが可能になり
ます。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 駆動部リンケージの接続を外します。手順 4-12 
(24-25 ページ ) を参照してください。

5. 図 18 を参照してください。新しい結合ロッド (7) 
およびスライダーピストン (9) を図のように向け
ます。クランクアーム (4)、止め輪 (6)、ピン 
(10)、および止め輪 (11) を組み立てます。

6. 6 ヶ月ごとに、グリース注入用管継ぎ手 (GZ) を使
用して、1 回分 (1 cc) の 107411 グリース、また
は同等品をコネクティングロッドのリストピンベ
アリング (7a) に補給します。上端のベアリング
は、前もって滑剤が塗られているため、設置時に
はグリースが必要ありません。

7. 駆動部リンケージの接続を外します。手順 13-21 
(25 ページ ) を参照してください。

8. 残りの面も同様に行います。

 図 18. 駆動部リンケージアセンブリ
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クランクアームキット 15H883

注 : クランクアームキット 15H883 は入手できます。
キットを 2 個注文して両方のクランクアームアセンブ
リを再構築します。キットの新しい部品を全て使用し
てください。キットには説明書 311604 が含まれてい
ます。

注 : クランプアーム カバーキット 15H378 は、クラン
プアームカバー (21、32) の交換に使用できます。
キットの新しい部品を全て使用してください。

1. モーターを小刻みに運転し、修理中の側にあるポ
ンプをそのストロークの下端に移動します。これ
により結合ナット (14) へのアクセスが可能になり
ます。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. クランクアームを取り外します。手順 4-11 
(24-25 ページ ) を参照してください。

5. 図 19 を参照してください。クランクアーム (4) 
を結合ロッド (7) に固定する外側のとめ輪 (6) を
外します。クランクアームシャフトを結合ロッド
から滑らせて外します。

6. クランクアーム (4) を、2 個の止め輪 (6) を使用
して、図示のように、結合ロッド (7) に組み付け
ます。

7. ベアリング (8) 間の接合部は、スライダーピスト
ン内のピンホール (PH) と合っていることを確認し
ます。図 17 (25 ページ ) を参照してください。

8. クランクアームアセンブリを再接続します。
手順 14-21 (25 ページ ) を参照してください。

9. 残りの面も同様に行います。

 図 19. クランクアームおよび結合ロッド
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モーター / ギア減速機

モーターの取り外し

1. 圧力開放、7 ページを実行します。

2. ユニットへの電源を遮断します。

注 : すべての NEMA 182/184 TC フレーム電動モーター
については、図 20 を参照してください。IEC 112M/B5 
および 100L/B5 フレーム電動モーターについては、図 
21 を参照してください。

3. 1 人の人間がモーター (19) を支持している間に、
ネジ (37) を緩めて外します。モーターをギア減速
機から引き外します。

注 : モーターがギア減速機から簡単に外れない場合、
直ちに作業を停止し、モーター / 結合器の取り外しが
困難、29 ページに移動してください。

4. 図 22 を参照してください。両方の止めネジ (31) 
を緩めます。結合器 (28) に結合解除ツール (T) 
を挿入します。ナットをきつくなるまで時計回り
に回し、次に、六角頭ネジ (HS) を時計回りに回し
て、結合器をギア減速機入力シャフト (105) から
引き外します。

注 : モーター運転中にかすかなクリック音が聞こる場
合があります。これは結合器 (28)、モーターシャフ
ト、およびモーターキーの間で必要なクリアランスに
よるもので、普通の現象です。強度が時間を通して大
幅に増加している場合は、結合器が摩耗していて、交
換する必要があることを示している可能性があります。
ギア減速機を開けないでください。ギア減速機を開け
ると、保証が無効になります。ギア減速機は、本説明
書で推奨される保守を超えた領域において、現場での
修理はできません。

 図 20. すべての NEMA 182/184 TC フレーム電動
モーター
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 図 21. IEC 112M/B5 および 100L/B5 フレーム電動
モーター
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モーター /結合器の取り外しが困難

注 : この手順は、手順 1-3 (28 ページ ) の実行後、
モーターがギア減速機から外れない場合にのみ使用し
ます。

注 : 以下の手順の実行中に、結合器がモーターシャフ
トから分離されたが入力シャフトに引っかかったまま
の場合、図 22 に示されているように 15J827 結合解
除ツール (T) を使用してください。

1. モーターをサポートするために、少なくとも 45 kg 
(100 ポンド ) をサポートできる機械リフトとスト
ラップを使用します。入力シャフトからモーター
シャフトを緩めるために、モーターの後部を手で
強制的に上下に動かすと同時に、サポートされて
いるモーターをギア減速機から真っすぐな線に引
き離します。

2. モーターをサポートし続けながら、マイナスドラ
イバーを使用してモーターフランジをギア減速機
フランジから引き離します。モーターが真っすぐ
な線に引き離されない場合は、直ちに作業を停止
し、手順 3 に進みます。

3. 結合器から両方の止めネジを取り外します。必要
に応じて、止めネジにアクセスするために、手動
でモーター後部のファンを回転させてください。

4. 浸透性潤滑剤 (Liquid Wrench® L112 または同等
のもの ) を止めネジの穴に惜しみなくスプレーし
ます。潤滑がシャフトの周りに浸透する時間ため
のを与えてください。手順 1 および 2 を繰り返
します。

5. これでもモーターがギア減速機から分離されない
場合は、必要に応じて手順 4 を繰り返します。
モーターが分離されたが、結合器がモーターシャ
フトに引っかかったままの場合、手順 6 に進み
ます。

6. モーターファンのケージが所定の位置にあること
を確認します。ファンケージが下の位置で、モー
ターの端を優しく傾けます。浸透性潤滑剤を入力
シャフトの穴の開口端に、浸透性潤滑剤を惜しみ
なくスプレーします。モーターシャフトの周りで
下向きに、潤滑剤が浸透するための時間を与えて
ください。ペンチを使用して、シャフトから結合
器を引き離します。ペンチで簡単に結合器が取り
外せるまで潤滑剤の塗布を繰り返してください。

 図 22. モーター結合器取り外し
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モーターの取り付け

注 : ギア減速機と結合するには、NEMA 182/184 TC フ
レーム が必要です。ポンプをモーター不付きで購入さ
れた場合、ギア減速器と結合するためのキットを注文
する必要があります。表 1 を参照してください。

1. 古い結合器を取り外した後、入力シャフトとモー
ターシャフトを徹底的に清掃し、ごみを除去しま
す。これは結合器の適切なクリアランスとはめ合
いを確かなものにします。

注 : 古いキーまたは止めネジを再利用しないでくださ
い。新しい結合器キットとともに付属された部品のみ
を使用してください。

2. 図 23 を参照してください。キー (20) を入力シャ
フト (105) キー溝に組み込みます。2 つの止めネ
ジ (31) を結合器 (28) に組み込み、それらがキー
溝または結合器の入力シャフト穴を侵害しないこ
とを確かめます。

3. 結合器をギア減速機にすべり込ませて、キーと入
力シャフトが結合器と統合されるようにします。
結合器がシャフトのテーパステップにおいて、
底に達するまで滑らせます。

 

4. 止めネジを 7.4-8.8 N•m (66-78 インチ - ポンド ) 

まで締め付けます。結合器の穴に固着防止潤滑剤 

(LPS®-04110 または同等のもの ) を塗布します。

注 :IEC 112M/B5 または 100L/B5 フレーム電動モー
ターを取り付ける際は、モーターをギア減速機に取り
付ける前に、モーターアダプタ (MA) およびネジ (MS) 
が所定の場所にあることを確認します。図 21 を参照
してください。

 

5. モーター (19) を所定の位置に持ち上げます。モー
ターシャフト上のキー (36、図 28) を、モーター
結合器の接合スロットを使用して調整し、ギア減
速機 (1) にある穴を使用して 4 箇所の取り付け穴
を調整します。モーターを所定の場所に滑り込ま
せます。

6. 1 人の人間がモーター (19) を支持している間に、
スクリュー (37) を取り付けます。102-108 N•m 
(75-80 フィート - ポンド ) のトルクを与えます。

 表 1: モーターアダプターキット

キット
番号 説明

16C487 NEMA 182-184 TC フレーム 3 または 5 HP モー
ター用結合器キット。57.2 mm (2.25 インチ ) 
キー  を含みます。説明書 311605 を参照し
てください。

15H880 NEMA 182/184 TC フレーム 3 または 5 HP モー
ター用結合器キット。44.5 mm (1.75 インチ ) 
キー  を含みます。説明書 311605 を参照し
てください。

24E453 IEC 112M/B5 または 100L/B5 フレーム 3 また
は 5 HP モーターをギア減速機  に取り付けま
す。説明書 311605 を参照してください。

 注 : すべてのキットには 15.7 mm (0.62 インチ ) キー 
(120376) が含まれています。一部のキットには追加のモー
ターシャフトキーが含まれています。モーターのキー溝の
長さを測り、正しいキーの長さを求めます。キーの長さは
キー溝の少なくとも 90% の長さである必要があります。

注

入力キー (20) または結合器 (28) モータシャフト
穴の端の両方が入力シャフト (105) の端を超えてい
ないことを確認してください。これにより、モー
ターシャフトが結合器の底に達する場合があり、そ
れは過熱とベアリングの損傷をもたらします。

 図 23. モーター結合器の取り付け

注

電動モーターを設置する際は、必ず、モーターシャ
フトキーが所定の位置から移動し得ないことを確認
します。キーが緩んだ場合、過熱と機器破損につな
がる可能性があります。
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ギア減速機シールキット 15H871

注 : ギア減速機シールキット 15H871 および出力シャ
フトシールツールキット 15J926 が入手できます。
キットの新しい部品をすべて使用してください。キッ
トには説明書 311597 が含まれています。

注 : ギア減速機を開けないでください。ギア減速機を
開けると、保証が無効になります。ギア減速機は、本
説明書で推奨される保守を超えた領域において、現場
での修理はできません。

1. モーターを小刻みに運転し、モーター側のポンプ
をそのストロークの下端に移動させます。

注 : モーター側のシールを最初に、以下のように修理
します。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. モーターおよび結合器を取り外します。28 ページ
を参照してください。

5. 4 本のネジ (12) およびカバー (21、32) を取り外
します。

6. 図 24 を参照してください。ギア減速機のモーター
側で、油抜きプラグ (118) をねじって外し、ガス
ケットを取り外します。入力シール (109) を硬化
させた板金ネジで貫通し、引き出します。

7. 入力シャフトのキー溝の上にテープを貼り、新し
いシールへの損傷を防ぎます。入力シャフトの空
洞に部品番号 107411 グリースを詰め込みます。
入力シール (109) を、シールがギア減速機ハウジ
ングの段部に接するまで、穴の縁を内部に向けて
取り付けます。テープを外します。

8. 油抜きプラグ (118) にガスケットに含まれている
ことを確認し、ギア減速機内にプラグをねじ込み
ます。34 N•m (25 フィート - ポンド ) のトルクを

与えます。

9. クランクアームを取り外します。手順 5-10 
(24 ページ ) を参照してください。

10. 2 個の出力シール (116) を以下のように取り外し
ます。

a. 図 25 を参照してください。ツール (C) 
を出力シャフト (OS) の上に置きます。
ツールを 90° 回転させます。2 本の 13 mm 
(0.5 インチ ) ネジ (G) を取り付けて固く締
めてツールを所定の場所にロックします。

b. 板金ネジ (D) 用の穴をテンプレートととし
て使用して、シール (116) に直径 3 mm 
(1/8 インチ ) ( 最大 ) のパイロット穴をド
リルで開けます。板金ネジ (D) をツールを
通してシール (116) 内に取り付けます。

c. ネジ (D) を均等に締め付けて、両方のシール
を引き出します。

 図 24. ギア減速機シール

ti8682a

116

116

109

118

 図 25. 出力シャフトシールの取り外し

ti8964a

116
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C

OSD

D

G

D



修理

312989ZAE 33

11. 2 個の出力シール (116) を以下のように取り付け
ます。

a. 出力シャフトのキー溝の上にテープを貼り、新
しいシールへの損傷を防ぎます。入力シャフト
の空洞に部品番号 107411 グリースを詰め込み
ます。

b. 図 26 を参照してください。1 つの出力シール 
(116) を出力シャフト (OS) の上に、穴の縁を
内部に向けて取り付けます。

c. 板金ネジをツール (C) から外します。ツール 
(C) を、1 つのネジ (A) をシャフトのスロッ
トにはめるようにして、出力シャフト (OS) の
上に置きます。ツールを 90° 回転させます。
ネジ (G) を締め付けてこれをシャフトに固定
します。

d. 図のように、取り付け用ツール (E) をシール 
(116) にもたれるように置きます。

e. ツールカバー (F) を取り付け、ネジ (J) を均
等に締め付けて出力シャフト (OS) にシールを
納めます。

f. ツールを取り外します。シールの表面からハウ
ジング (H) の正面まで、120° 離して、3 回
の測定を行います。3 回の測定は、0.5 mm 
(0.020 インチ ) 以内にする必要があります。
そうでない場合、c ～ e のステップを繰り返
します。

g. 2 番目のシール (116) に対して同じことを繰
り返します。テープを外します。

12. クランクアームを再接続します。手順 14-17 
(25 ページ ) を参照してください。

13. モーターおよび結合器を再度取り付けます。
31 ページを参照してください。

14. ユニットへの電源を投入します。

15. モーターを小刻みに運転し、モーター反対側の下
部をそのストロークの下端に移動します。

16. ユニットへの電源を遮断します。

17. 手順 9-12 を繰り返して、モーター反対側の出力
シールを交換します。

18. カバー (21、32) およびネジ (12) を再度取り付け
ます。

19. 部品番号 288414 のギア油 2 クオートを追加し
ます。

 図 26: ギア減速機シールキット

シールを取り付ける前に、空洞にグリースを詰めます。

109 が段部に接するまで挿入します。

116 が段部に接するまで挿入します。
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ギア減速機交換キット

分解

注 : ギア減速機交換キットは、ギア減速機全体の交換
に使用できます。キットの新しい部品を全て使用して
ください。E-Flo 2000/3000/4000 用キット 15H886 ま
たは E-Flo 1500 ポンプ用キット 289550 を注文しま
す。キットには説明書 311615 が含まれています。

注 : ギア減速機を開けないでください。ギア減速機を
開けると、保証が無効になります。ギア減速機は、本
説明書で推奨される保守を超えた領域において、現場
での修理はできません。

1. モーターを小刻みに運転し、モーター反対側の下
部をそのストロークの下端に移動します。これに
より結合ナット (14) へのアクセスが可能になり
ます。

2. 圧力開放、7 ページを実行します。

3. ユニットへの電源を遮断します。

4. 図 28 を参照してください。シールド (72) を取り
外します。駆動部リンケージを取り外します。手
順 4-11 (24-25 ページ ) を参照してください。

5. 電源をオンにしてモーターを小刻みに運転し、
モーター側の下部をモーターのストロークの下端
に移動します。

6. ユニットへの電源を遮断します。モーター側の下
部に対して同じ処置を繰り返します。

7. 液体の注入口および排出口のラインをポンプか
ら取り外し、端部に蓋をして液体の汚染を防止
します。

8. モーター (19) を取り外します。28 ページを参照
してください。

9. 図 28 を参照してください。ネジ (12)、回路基板
カバー (34) およびガスケット (33) を取り外しま
す。カバーおよびネジを保持します。ガスケット
を破棄します。

注 : センサー回路のオプション付きのポンプには、手
順 10 が適用されます。ポンプにセンサー回路がない
場合は、手順 11 に進みます。

10. センサー回路付きポンプでの手順 :

a. 図 27 を参照してください。トランスデューサ
ケーブル (25a) を回路基板 (25c) の J1 から
取り外します。フェライト (76) を取り外して
保持します。

b. TDC センサーワイヤ (25b) を回路基板 (25c) 
の J2 から取り外します。

c. IS 回路フィールドワイヤを回路基板の J2 と 
J3 から、および 2 つの端子ブロックから取り
外します (46)。位置センサーワイヤを 2 つの
端子ブロックから取り外します。端子ブロック
を保持します。

d. TDC センサー (25b) および 回路基板 (25c) 
を取り外して保持します。

e. 導電性張力緩和装置 (74a と 35) をギアハウ
ジングからねじって外します。45° の張力緩
和装置 (35) およびトランスデューサコンジッ
トをギアハウジングから引き離します。トラン
スデューサをポンプの出力マニホールド から
取り外さないでください。

f. 位置センサーと接続部をギアハウジング (1) 
から取り外します。22 ページを参照してくだ
さい。位置センサーアダプタ (78) から取り外
します。これらの部品を交換してください。

11. ロックナット (15) をタイロッド (3) からねじっ
て外します。液体セクション全体を取り外します。
タイロッド (3) をギアハウジングからねじって外
します。

12. 図 28 を参照してください。止めネジ (31) を外し
ます。スライダーシリンダ (2) をギア減速機から
ねじって外します。

 図 27. 回路基板接続
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 図 28. ギア減速機の交換

センサー回路を持つユニットでは、IS 
フィールドワイヤの遮蔽を確実に適切
なものにするために、導電性張力緩和 
(74a) 装置を使用する必要があります。
19 ページを参照してください。

50-60 N•m (68-80 フィート -ポンド ) 

のトルクを与えます。

102-108 N•m (75-80 フィート -

ポンド ) のトルクを与えます。

21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) 

のトルクを与えます。

7.4-8.8 N•m (66-78 インチ - ポンド ) 

のトルクを与えます。

ネジ (5) のネジ山に固着防止用滑剤を
塗ります。最初に、キー側のネジに 
283-310 N•m (210-230 フィート -

ポンド ) のトルクを与え、次にギ
ャップ側のネジに 283-310 N•m 
(210-230 フィート - ポンド ) のトル
クを与えます。283-310 N•m 
(210-230 フィート - ポンド ) のトル
クを与えたら、ネジに追加で 2、3 回、
または回転が止まるまでトルクを与え
ます。

リチウムグリースを塗ります。
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再組立て

注 : キット 15H886 には、ギア減速機内に既に設置さ
れているモーター結合器 (28) が含まれています。
モーター結合器は、すべての NEMA 182/184 TC フレー
ム電動モーターに適合します。

注 :IEC 112M/B5 または 100L/B5 フレーム電動モー
ターを設置するには、モーターアダプタ キット 
15J893 を注文してください。表 1 (31 ページ ) およ
び説明書 311605 を参照してください。

1. 結合器の穴に固着防止滑剤を塗布します。

2. モーター (19) を設置します。31 ページを参照し
てください。

3. 図 28 を参照してください。スライダーシリンダ 
(2) をギア減速機 (1) 内にねじ込みます。
21-27 N•m (15-20 フィート - ポンド ) のトルクを

与えます。止めネジ (31) を取り付けます。
3.4-3.9 N•m (30-35 インチ - ポンド ) のトルクを

与えます

4. タイロッド (3) をギアハウジングにねじ込みます。
68-80 N•m (50-60 フィート - ポンド ) のトルクを

与えます。

5. 下部 (22) を図示のようにギア減速機 (1) の方に
向けます。タイロッド (3) の上に下部を置きます。
タイロッド ロックナット (15) をタイロッドに
ねじ込みます。ロックナット に 68-80 N•m 
(50-60 フィート - ポンド ) のトルクを与えてくだ

さい。

6. 図 17 (25 ページ ) を参照してください。スライ
ダーベアリング (8) 間の接合部は、スライダーピ
ストン (9) 内のピンホール (PH) と合っているこ
とを確認します。

7. 駆動部リンケージを再接続します。 手順 14-19 
(25 ページ ) を参照してください。

8. 布をスライダーシリンダから取り除きます。

9. 電源をオンにしてモーターを小刻みに運転し、
もう 1 つの駆動部をストロークの下端に移動し
ます。同じ手順を繰り返してもう 1 つの下部へ
の接続を行います。シールド (72) を再び取り付
けます。

注 : センサー回路のオプション付きのポンプには、
手順 10 が適用されます。ポンプにセンサー回路がな
い場合は、手順 11 に進みます。

10. センサー回路付きポンプでの手順 :

a. 回路基板空洞の裏側の TDC センサーポートか
らプラグを外します。区域から過剰なシール材
を取り除きます。

b. 図 29 を参照してください。TDC センサー 
(25b) にパイプシーリング材を塗って
ポートにねじ込みます。7.4-8.8 N•m 
(66-78 インチ - ポンド ) のトルクを与えます。

注 :TDC センサーナットは、正しい位置に置かれるとを
確実にするために所定の場所にロックされます。調整
しないでください。

c. 4 本のネジ (12) を使用して回路基板 (25c) 
を取り付けます。

d. TDC センサー (25b) を回路基板 (25c) の J2 
に接続します。

e. 位置センサーと接続部をギアハウジング (1) 
に取り付けます。22 ページを参照してくだ
さい。

注 : 位置センサーナットは、確実に正しい位置に置く
ために所定の場所にロックされます。調整しないでく
ださい。

f. 導電性張力緩和装置 (35) がハウジングにしっ
かりと締め付けられていることを確認します。

g. トランスデューサケーブル (25a) を回路基板
の J1 に再接続します。トランスデューサの
リードワイヤの周りにフェライト (76) を取り
付けます。

h. 導電性張力緩和装置 (35) のナット (N) を
しっかり締めて、ナットとブッシング (B) の
間で接地ワイヤ (G) の金属間の接触がしっか
りしていることを確認します。

i. 導電性張力緩和装置 (74a) がハウジングにき
つく締め付けられていることを確認します。セ
ンサー回路のあるユニットでは、IS フィール
ドワイヤを確実に適切に接地するために、導電
性張力緩和装置を使用する必要があります。
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 図 29. センサー回路の取り付け
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圧力トランスデューサ接地の概略図、
および位置センサーの端子

ti17644a

46

位置センサーの
ワイヤ

ここにフィー
ルドワイヤを
接続

B

G

N

44

ナット (N) をしっかりと締めて、ナットとブッシ
ング (B) の間でシールドとドレインワイヤ (G) 
にしっかりとした金属間の接触があることを確認
します。

3

3
35

位置センサーの部品と位置
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79

44 ( 参照 )
ti17643a

1 ( 参照 )

28 ( 参照 )

25c

25b

25a

ti17640a

76

35

回路基板の位置
回路基板のワイヤ接続

地面シールドドレインとホイルから導電性張力緩和装置。5
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j. IS フィールドワイヤを導電性張力緩和装置 
(74a) に通します。TDC ワイヤを J2、トラン
スデューサワイヤを J3、および位置センサー
ワイヤを 2 つの端子ブロック (46) に接続し
ます。図 29 および 電気回路図、10 ページを
参照してください。

k. 図 30 を参照してください。ナット (N) を導
電性のあるストレインリリーフ (74a) 上に
しっかり固定します。未満 51 ミリメートル（2
インチ）の位置に導電性張力緩和の底から、
フィールド（F）フェライト（77）と（74A）に
ワイヤーを取り付けます。 アース線 (G)  を配

電盤の接地ネジに取り付けます。

11. 新しいガスケット (33)、カバー (34)、および 
6 本のネジ (12) を取り付けます。

12. カバー (32 および 21) およびネジ (12) を再度取
り付けます。

13. 部品番号 288414 のギア油 2 クオートを追加し
ます。

 図 30. IS 回路のフィールドワイヤ

51 mm (2 インチ) 
以下の距離
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部品

駆動部セクション
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液体セクション
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共通部品

参照
番号 部品番号 説明 数量

1 15H886 KIT, 75:1 gear reducer; E-Flo 
2000/3000/4000 only; see 311615

1

289550 KIT, 75:1 gear reducer; E-Flo 1500 
only; see 311615

1

2† n/a CYLINDER, slider 2

3 n/a ROD, tie 6
4‡ n/a ARM, crank 2

5*‡ n/a SCREW, cap, socket-head; 5/8-11 x 
3 in. (76 mm)

4

6*‡ 106082 RING, retaining 4
7* n/a ROD, connecting 2

8*† 15H882 KIT, slider bearing; includes 
4 bearings and items 5 and 12; 
see 311616

4

9* n/a PISTON, slider 2

10* n/a PIN, lower connecting rod 2
11* n/a RING, retaining 2

12*‡ 116719 SCREW, 8-32 hex washer head

Pumps without sensor circuit (25) 10
Pumps with sensor circuit (25) 14

13 184128 COLLAR, coupling 4
14 17F000 NUT, coupling 2
15† 108683 NUT, lock, hex 6
16† 120351 GASKET, sanitary 4

17 253343 MANIFOLD 2
18 120350 CLAMP, sanitary, 1.5 4
19a 255225 MOTOR, electric, 5HP, 230/460V, 

60 Hz, UL/CSA; see page 44 for 
applicable models; includes 
item 37; see 311613

1

19b 255226 MOTOR, electric, 5HP, 230/400V, 
50 Hz, ATEX; see page 44 for 
applicable models; includes 
items 36 and 37; see 311613

1

19c 289551 MOTOR, electric, 3HP, 230/460V, 
60 Hz, UL/CSA; see page 44 for 
applicable models; includes 
items 36 and 37; see 311613

1

19d 289552 MOTOR, electric, 3HP, 230/400V, 
50 Hz, ATEX; see page 44 for 
applicable models; includes 
items 36 and 37; see 311613

1

20 n/a KEY, square; 0.188 x 0.62 in. 1
21 n/a COVER, crank arm, motor side 1

22 24F417 LOWER, 750 cc, chrome; see page 44 
for applicable models; see 3A0539

2

24F428 LOWER, 1000 cc, chrome; see page 44 
for applicable models; see 3A0539

2

24F436 LOWER, 1500 cc, chrome; see page 44 
for applicable models; see 3A0539

2

24F444 LOWER, 2000 cc, chrome; see page 44 
for applicable models; see 3A0539

2

24F418 LOWER, 750 cc, MaxLife; see page 44 
for applicable models; see 3A0539

2

24F429 LOWER, 1000 cc, MaxLife; 
see page 44 for applicable models; 
see 3A0539

2

24F437 LOWER, 1500 cc, MaxLife; 
see page 44 for applicable models; 
see 3A0539

2

24F445 LOWER, 2000 cc, MaxLife; 
see page 44 for applicable models; 
see 3A0539

2

23 15H875 LABEL, warning icons (not shown) 1

25 24J305 KIT, sensor circuit; includes 
items 25a-25c, 12, 32, 33, 35, 41, 
42, 44, 46, 58, 74a, 76-80; see 
page 44 for applicable models; 
see 311603

1

25a n/a KIT, pressure transducer 
replacement

1

25b 15H877 KIT, TDC replacement; see 311601 1
25c n/a CIRCUIT BOARD 1
27 n/a PLUG, TDC port; not shown; used 

only on pumps without sensor 
circuit (25)

1

28 15H880 KIT, motor coupler; includes 
items 20, 31, 37; see page 44 for 
applicable models; see 311605

1

31† 100664 SCREW, set, socket-head; 1/4-20 x 
1/2 in. (13 mm)
Pumps with motors 4
Pumps without motors 2

32 n/a COVER, crank arm; side opposite 
motor

1

33 n/a GASKET, circuit board 1
34 n/a COVER, circuit board 1
35 n/a CONNECTOR, strain relief, 45°; 

used only on pumps with sensor 
circuit (25)

1

参照
番号 部品番号 説明 数量
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「n/a」と示された部品は、単独で入手できません。

* ドライブリンケージ再構築キット 15H873 ( 別売 ) に含ま

れる部品。キットを 2 個注文して両方の駆動部リンケー
ジアセンブリを再構築します。説明書 311598 が含まれて
います。

† スライドシリンダ再構築キット 15H874 (別売) に含まれ

る部品。キットを 2 個注文して両方のスライダーシリン
ダアセンブリを再構築します。説明書 311599 が含まれ
ます。

‡ クランクアーム再構築キット 15H883 ( 別売 ) に含まれ

る部品。キットを 2 個注文して両方のクランクアーム
アセンブリを再構築します。説明書 311604 が含まれて
います。

 スライダーシリンダーコレクタキット 247341 ( 別売り ) 

に含まれている部品。キットを 1 個注文して、両方のス
ライダーシリンダコレクタアセンブリを再構築します。
説明書 311607 が含まれています。

 交換の危険性と警告ラベル、タグ、およびカードは無料

で手に入ります。

 部品番号 24J305 センサー回路キットは、シリーズ D と

それ以降のポンプ用のみシリーズ C とそれ以前のポンプ
には、部品番号 15J755 センサー回路キットを注文しま
す。両方のキットについては、説明書 311603 を参照して
ください。

36 120710 KEY, square; 0.25 x 1.75 in.; 
for ATEX 5 HP motor (19b) only

1

37 111195 SCREW, cap, flange-head; 1/2-13 x 
1.25 in. (31 mm); used only on 
pumps supplied with motor (19)

4

38‡ n/a CAP, crank arm 2

39‡ n/a KEY, crank arm 2
41† 111316 O-RING; chemically resistant 

fluoroelastomer
2

42 n/a ADAPTER, transducer; used only on 
pumps with sensor circuit (25)

1

44 n/a CONDUIT, sensor; used only on pumps 
with sensor circuit (25)

1

45 n/a PLUG, manifold
Pumps without sensor circuit (25) 2
Pumps with sensor circuit (25) 1

46 16J588 TERMINAL BLOCK, position sensor; 
used only on pumps with sensor 
circuit (25)

2

58 n/a SPACER; brass; used only on pumps 
with sensor circuit (25)

1

67 n/a COLLECTOR 2
68 n/a SETSCREW 6

69 15H884 KIT, floor stand; includes items 
69a and 69b; see this page and 
manual 406638; see page 44 for 
applicable models

1

69a n/a SCREW, cap, hex-head; 1/2-13 x 
1.0 in. (25 mm)

4

69b 16J477 CAP, square 5
72 24F253 KIT, coupler shield; see 406876 2
73 16E083 SPACER, open wet cup (shipped 

loose; not shown)
2

74a 16J487 BUSHING, strain relief; steel; 
required on pumps with sensor 
circuit (25)

1

74b 117745 BUSHING, strain relief; nylon; 
not for use on pumps with sensor 
circuit (25)

1

76 16G496 FERRITE; for pressure transducer 
cable; used only on pumps with 
sensor circuit (25)

1

77 15D906 FERRITE; shipped loose, for IS 
circuit field wiring; used only on 
pumps with sensor circuit (25)

1

78 n/a ADAPTER, pressure sensor; used only 
on pumps with sensor circuit (25)

1

79 n/a SLEEVE, pressure sensor; used only 
on pumps with sensor circuit (25)

1

80 16K088 POSITION SENSOR; used only on pumps 
with sensor circuit (25)

1

参照
番号 部品番号 説明 数量

69b

フロアスタンドキット (69) の詳細

69a

ti8550c
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モデル固有の部品

注 : チェックマーク () は、ポンプに使用される項目のことを指します。影付きボックスは、項目が使用されな

いことを示しています。

ポンプ部品
番号 シリーズ

モーターキット (19)

下部 (22)
センサー
回路 (25)

結合器 / モー
ター取り付け
キット (28)

フロアスタンド
キット (69)255226 255225 289552 289551

EP0010 B 24F428

EP0011 B 24F428 

EP0020 B 24F436

EP0021 B 24F436 

EP0030 B 24F444

EP0031 B 24F444 

EP0040 B 24F429

EP0041 B 24F429 

EP0050 B 24F437

EP0051 B 24F437 

EP0060 B 24F445

EP0061 B 24F445 

EP0070 B 24F417

EP0071 B 24F417 

EP00H1 B 24F446 

EP0080 A 24F418

EP0081 A 24F418 

EP0110 D 24F428 

EP0111 D 24F428  

EP0120 D 24F436 

EP0121 D 24F436  

EP0130 D 24F444 

EP0131 D 24F444  

EP0140 D 24F429 

EP0141 D 24F429  

EP0150 D 24F437 

EP0151 D 24F437  

EP0160 D 24F445 

EP0161 D 24F445  

EP0170 D 24F417 

EP0171 D 24F417  

EP0180 D 24F418 

EP0181 D 24F418  



部品

312989ZAE 45

EP1010 C  24F428 

EP1011 B  24F428  

EP1020 C  24F436 

EP1021 B  24F436  

EP1030 C  24F444 

EP1031 B  24F444  

EP1040 C  24F429 

EP1041 B  24F429  

EP1050 C  24F437 

EP1051 B  24F437  

EP1060 C  24F445 

EP1061 B  24F445  

EP3070 B  24F417 

EP3071 B  24F417  

EP3080 A  24F418 

EP3081 A  24F418  

EP1110 D  24F428  

EP1111 D  24F428   

EP1120 D  24F436  

EP1121 D  24F436   

EP1130 D  24F444  

EP1131 D  24F444   

EP1140 D  24F429  

EP1141 D  24F429   

EP1150 D  24F437  

EP1151 D  24F437   

EP1160 D  24F445  

EP1161 D  24F445   

EP31H0 A  24F052  

EP3170 D  24F417  

EP3171 D  24F417   

EP3180 D  24F418  

EP3181 D  24F418   

ポンプ部品
番号 シリーズ

モーターキット (19)

下部 (22)
センサー
回路 (25)

結合器 / モー
ター取り付け
キット (28)

フロアスタンド
キット (69)255226 255225 289552 289551
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EP2010 B  24F428 

EP2011 B  24F428  

EP2020 B  24F436 

EP2021 B  24F436  

EP2030 B  24F444 

EP2031 B  24F444  

EP2040 B  24F429 

EP2041 B  24F429  

EP2050 B  24F437 

EP2051 B  24F437  

EP2060 B  24F445 

EP2061 B  24F445  

EP4070 B  24F417 

EP4071 B  24F417  

EP4080 A  24F418 

EP4081 A  24F418  

EP2110 D  24F428  

EP2111 D  24F428   

EP2120 D  24F436  

EP2121 D  24F436   

EP2130 D  24F444  

EP2131 D  24F444   

EP2140 D  24F429  

EP2141 D  24F429   

EP2150 D  24F437  

EP2151 D  24F437   

EP2160 D  24F445  

EP2161 D  24F445   

EP4170 D  24F417  

EP4171 D  24F417   

EP4180 D  24F418  

EP4181 D  24F418   

ポンプ部品
番号 シリーズ

モーターキット (19)

下部 (22)
センサー
回路 (25)

結合器 / モー
ター取り付け
キット (28)

フロアスタンド
キット (69)255226 255225 289552 289551
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ギア減速機

* これらの部品はギア減速機シールキット 15H871 

に含まれています。説明書 311597 を参照してく
ださい。

注 : ギア減速機全体を交換するには、次のキットを 
1 つ注文します。

• 15H886 ギア減速機交換キット、E-Flo 2000/ 
3000/4000 用。説明書 311615 を参照してくだ
さい。

• 289550 ギア減速機交換キット、E-Flo 1500 用。

説明書 311615 を参照してください。

注 :Graco は、キット 15H871 のシールを交換する場合
を除いて、ギア減速機の修理をお勧めしません。ギア
減速機を開けると、保証が無効になります。このオプ
ションを選択した場合、2 種類のキットが利用できま
す。

• 入力シャフトを交換する場合、キット 26A023 をご

注文ください。

• 入力シャフトに加えて、第 2 段ギア、第 3 段ギア

および出力ギアを交換する場合、キット 26A023 お
よびキット 24Y510 をご注文ください。キット 
24Y510 は、キット 26A023 と共に使用する必要が
あります。キット 24Y510 は単独の製品ではありま
せん。

キット 26A023 は、必要な部品、シール、特殊ツール
および説明書を含みます。

参照
番号 部品番号 説明 数量

109* n/a SEAL, input shaft 1
114 15H525 CAP, fill 1
115 n/a SIGHTGLASS, 1
116* n/a SEAL, output 4
118* 15H432 PLUG, oil drain, with gasket 1

ti8320a

109

118 116

115

114

116
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技術データ

注 : 他のすべての商標名またはロゴは識別目的のみで
使用されています。すべての商標名またはロゴは各所
有者の登録商標です。

最大使用圧力 . . . . . . . . . . . . . . . E-Flo 1500: 2.93 MPa (29.3 bar、425 psi) 
E-Flo 2000: 3.22 MPa (32.2 bar、460 psi)
E-Flo 3000: 2.31 MPa (23.1 bar、330 psi)
E-Flo 4000: 1.75 MPa (17.5 bar、250 psi)

最高液体温度 . . . . . . . . . . . . . . . 66°C (150°F)
電気的要件 . . . . . . . . . . . . . . . . ヨーロッパモデル : 230/400 Vac、3 相、20 A/15 A

北米モデル : 230/460 Vac、3 相、20 A/15 A
周囲温度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . 0-40°C (32-104°F)
最大液体出力 . . . . . . . . . . . . . . . 49 ページの図表を参照してください。
液体注入口および排出口サイズ . . . . . . . 51 mm (2 インチ ) トライクランプ
ギア減速機油容量 . . . . . . . . . . . . . 1.9 リットル (2 クオート )
必要なギア減速機潤滑剤 . . . . . . . . . . ISO VG220 グレード油 (Graco 部品番号 288414)
重量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ポンプ : 249 kg (550 ポンド )
接液部材料 . . . . . . . . . . . . . . . . 下部 : 説明書 3A0539 を参照してください。

300 シリーズ SST、CV-75、17-4 PH SST、PTFE
電動モーター . . . . . . . . . . . . . . . E-Flo 1500: 3 HP、1800 rpm (60 Hz) または 1500 rpm (50 Hz)、

NEMA 182 TC フレーム
E-Flo 2000/3000/4000: 5 HP、1800 rpm (60 Hz) または 
1500 rpm (50 Hz)、NEMA 184 TC フレーム

最大生産モーター速度 . . . . . . . . . . . 1500 rpm (50 Hz)
1800 rpm (60 Hz)

最大モータートルク . . . . . . . . . . . . E-Flo 1500: 12.3 N•m (9.1 フィート - ポンド )

E-Flo 2000/3000/4000: 20.3 N•m (15 フィート - ポンド )

ギア減速比 . . . . . . . . . . . . . . . . 75.16:1
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50 Hz モーター付き E-Flo ファミリーの圧力および流動能力
( 連続生産に使用 )

液
圧

Mpa (bar、psi)

2.41 (24.1, 350)

2.10 (21.0, 300)

1.72 (17.2, 250)

1.4 (14.0, 200)

1.03 (10.3, 150)

0.70 (7.0, 100)

0.35 (3.5, 50)

0

液体フローの lpm (gpm) 値

19

(5)

38

(10)

57

(15)

76

(20)

95

(25)

A
B

C
2.80 (28.0, 400)

3.15 (31.5, 450)

3.50 (35.0, 500)

D

キー :

A E-Flo 1500

B E-Flo 2000

C E-Flo 3000

D E-Flo 4000

60 Hz モーター付き E-Flo ファミリーの圧力および流動能力
( 連続生産に使用 )

液体フローの lpm (gpm) 値

5

(19)

10

(38)

15

(57)

20

(76)

25

(95)

A B

C

D

30

(114)

キー :

A E-Flo 1500

B E-Flo 2000

C E-Flo 3000

D E-Flo 4000

液
圧

Mpa (bar、psi)

2.41 (24.1, 350)

2.10 (21.0, 300)

1.72 (17.2, 250)

1.4 (14.0, 200)

1.03 (10.3, 150)

0.70 (7.0, 100)

0.35 (3.5, 50)

0

2.80 (28.0, 400)

3.15 (31.5, 450)

3.50 (35.0, 500)
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Graco Standard Warranty
Graco warrants all equipment referenced in this document which is manufactured by Graco and bearing its name to be free from defects in 
material and workmanship on the date of sale to the original purchaser for use. With the exception of any special, extended, or limited warranty 
published by Graco, Graco will, for a period of twelve months from the date of sale, repair or replace any part of the equipment determined by 
Graco to be defective. This warranty applies only when the equipment is installed, operated and maintained in accordance with Graco’s written 
recommendations.

This warranty does not cover, and Graco shall not be liable for general wear and tear, or any malfunction, damage or wear caused by faulty 
installation, misapplication, abrasion, corrosion, inadequate or improper maintenance, negligence, accident, tampering, or substitution of 
non-Graco component parts. Nor shall Graco be liable for malfunction, damage or wear caused by the incompatibility of Graco equipment 
with structures, accessories, equipment or materials not supplied by Graco, or the improper design, manufacture, installation, operation or 
maintenance of structures, accessories, equipment or materials not supplied by Graco.

This warranty is conditioned upon the prepaid return of the equipment claimed to be defective to an authorized Graco distributor for verification of 
the claimed defect. If the claimed defect is verified, Graco will repair or replace free of charge any defective parts. The equipment will be returned 
to the original purchaser transportation prepaid. If inspection of the equipment does not disclose any defect in material or workmanship, repairs will 
be made at a reasonable charge, which charges may include the costs of parts, labor, and transportation.

THIS WARRANTY IS EXCLUSIVE, AND IS IN LIEU OF ANY OTHER WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED 
TO WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR WARRANTY OF FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

Graco’s sole obligation and buyer’s sole remedy for any breach of warranty shall be as set forth above. The buyer agrees that no other remedy 
(including, but not limited to, incidental or consequential damages for lost profits, lost sales, injury to person or property, or any other incidental or 
consequential loss) shall be available. Any action for breach of warranty must be brought within two (2) years of the date of sale.

GRACO MAKES NO WARRANTY, AND DISCLAIMS ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE, IN CONNECTION WITH ACCESSORIES, EQUIPMENT, MATERIALS OR COMPONENTS SOLD BUT NOT 
MANUFACTURED BY GRACO. These items sold, but not manufactured by Graco (such as electric motors, switches, hose, etc.), are subject 
to the warranty, if any, of their manufacturer. Graco will provide purchaser with reasonable assistance in making any claim for breach of these 
warranties.

In no event will Graco be liable for indirect, incidental, special or consequential damages resulting from Graco supplying equipment hereunder, 
or the furnishing, performance, or use of any products or other goods sold hereto, whether due to a breach of contract, breach of warranty, 
the negligence of Graco, or otherwise.

FOR GRACO CANADA CUSTOMERS
The Parties acknowledge that they have required that the present document, as well as all documents, notices and legal proceedings entered into, 
given or instituted pursuant hereto or relating directly or indirectly hereto, be drawn up in English. Les parties reconnaissent avoir convenu que la 
rédaction du présente document sera en Anglais, ainsi que tous documents, avis et procédures judiciaires exécutés, donnés ou intentés, à la suite 
de ou en rapport, directement ou indirectement, avec les procédures concernées.

Graco Information 

Graco 製品についての最新情報には、www.graco.com に移動してください。

特許の情報については、www.graco.com/patents を参照してください。

TO PLACE AN ORDER, contact your Graco distributor or call to identify the nearest distributor.
Phone: 612-623-6921 or Toll Free: 1-800-328-0211 Fax: 612-378-3505

http://www.graco.com
http://www.graco.com/patents
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